
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年１０月５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東森林管理局長

物件番号 森林管理署等 樹種  協定数量(m3) 応募者数 最高点 最低点 協定予定者 提案内容の概要

２－０１ 磐　城 スギ・ヒノキ 2,155 1 64 - 協同組合いわき材加工センタ－
FSCとSGECの認証制度の双方で森林認証を取得し、かつＪＡＳ認定工場でもあり、板材から平角等の角材に至るまで、認証材のＪＡＳ
製品を供給する。

２－０２ 磐　城 スギ・ヒノキ 2,850 1 75 - 遠野興産株式会社
短尺材の一次利用として梱包材等の製品化し、また、木質パレット加工にも取り組み、製材時の端材などをチップの原料として有効利
用するとともに、間伐材の運搬車両を大型化（トレーラー等）し流通コストの削減を図る。

２－０３ 磐　城 低質材Ｎ 5,305 1 75 - 遠野興産株式会社 原料が福島県産材に指定されている県内の火力発電所等にチップ又はペレットを安定供給し未利用材の有効利用を図る。

白　河 スギ・ヒノキ 10,855

有限会社大須賀林業 ス　ギ 1,600

株式会社サンライフ ス　ギ 800

白　河 低質材Ｎ 6,330

有限会社大須賀林業 低質材Ｎ 900

株式会社サンライフ 低質材Ｎ・Ｌ 400

２－０６ 日　光 スギ・ヒノキ 1,000 1 83 - 株式会社トーセン
グループ内の25工場で連携したシステムにより、A材からD材までのカスケード利用を行い、多数の製品を市場へ供給することを目指
すとともに、新たに２製材工場の新設と生産ラインの増設により27,000㎥の生産増を目指す。また、送力強化のためトラックの導入を
予定している。

２－０７ 日　光 低質材ＮL 6,100 2 80 74 株式会社トーセン
バイオマス事業について、グループ内発電所や外部発電所への原料供給や地域産業と共同で工業・農業での熱利用事業を実施。ま
た、間伐材由来・製材端材チップのバイオマス利用やバーク、オガ屑について自社の乾燥用ボイラーの燃料として利用するなど森林
資源の有効利用に取り組む。

２－０８ 千葉
スギ・ヒノキ
低質材Ｎ

2,200 1 83 - 株式会社トーセン
グループ内の25工場で連携したシステムにより、A材からD材までのカスケード利用を行い、多数の製品を市場へ供給することを目指
すとともに、新たに２製材工場の新設と生産ラインの増設により27,000㎥の生産増を目指す。また、送力強化のためトラックの導入を
予定している。

国有林材の安定供給システム販売協定予定者の公表

　　　令和４年８月２４日付け公募した、令和４年度の国有林材の安定供給システム販売（第２次公募）の協定予定者を下記のとおり公表します。

２－０４
民国連携物件

２－０５
民国連携物件

バイオマス事業について、グループ内発電所や外部発電所への原料供給や地域産業と共同で工業・農業での熱利用事業を実施。ま
た、間伐材由来・製材端材チップのバイオマス利用やバーク、オガ屑について自社の乾燥用ボイラーの燃料として利用するなど森林
資源の有効利用に取り組む。

株式会社トーセン

遠野興産株式会社 原料が福島県産材に指定されている県内の火力発電所等にチップ又はペレットを安定供給し未利用材の有効利用を図る。

1 83 -

1 75 -


